































 また、別の住居学科学生グループにより 2012 年から刊行が続いている冊子『ぞうしガヤ
ガヤたんけん』は、旧雑司が谷全域を取り上げています。現在、雑司が谷は 3 丁目までで










薬袋、『日本女子大学紀要 家政学部』第 59 号、2012 年）や「雑司ヶ谷研究 5―近隣交流を





























式とは日蓮上人を弔う行事で、雑司が谷では 10 月 16 日から 3 日間、参加者は講社と呼ば
れる集団の一員となり、講社ごとに特徴のある纏を振りながら、まちを練り歩きます。本
来、御会式は日蓮上人が祀られた法明寺安国堂に参拝するものですが、雑司が谷では鬼子
母神への信仰が深く根付いています。 
 御会式を学んだ子どもたちは、他校に地元講社の纏を披露してきました。自分たちの文
化を通して、ほかの地域の文化を尊重する態度も育つものだと、当日開催されたシンポジ
ウムの中で、中村校長は述べていました。地域の伝統文化と自然環境は人づくりの基盤で
あり、その学習に重点を置いています。 
 大山ゼミや、薬袋ゼミと日本女子大学の学生有志、そして南池袋小学校の取り組みから
見えてきたのは、学校という空間を地域文化から切り離さない姿勢です。私たちは学内で
過ごすうちに、地域性を忘れてしまいがちです。しかし、学びの場とは学内に限られたも
のではなく、地域の景観や農作物、地域で暮らす人々の談話や取り組みから学ぶべきこと
も多くあります。それらを保存、整理し、発信していくことは、教育機関の重要な役割だ
といえるでしょう。 
 
（とばり・まさと 立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科博士課程後期課程） 
 
 
 
 
